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ケニア⑧リフトバレ国(2)

佐藤博之(地質部)
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メネンガイ火山

者カノレデラについての本をあれこれと漁っていた頃

ふとネイチャｰ誌上でメネンガイカルデラについての

形成機構と言う小編をみっけたことがあった･著者は

McCALLと言う人でこの地域の図幅調査をやってい

た人である.それは“当時大別されていたクラカトア

タイプとグレンコウタイプのカルデラは成因的に重なり

合うものでグレンコウタイプの形成機構はカルデラの

大部分カミ含まれる原機構でありクラカトアタイプは特

別な場合のものであって揮発性物質がマグマ溜りの中

で特に豊富になった場合に起るグレンコウタイプの複雑

化したものである"と言ったことカミ主にメネンガイ

カノレデラの重力調査の結果やススワガノレデラに言及し

ながら述べられていた.メネンガイカルデラの重力

調査の結果は準備中の正式報告で述べると書いてあっ

たカミ現地でその正式報告の図幅を読むと何も書いでな

いことを知った.

ともあれメネンガイとかススワとか言う名前が頭の

どこかに残っていたのは事実である.35mile2と言う文

字カミこびりっいていた.
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メネンガイ火山は南緯O.13f40"と活火山カタログに

あるカミ正しく赤道直下リフトバレｰの申にある･そ

れはケニア第2の都市ナクルのすぐ北にあると言うより

ナクルがメネンガイ火山とナクル湖の間にあるのだ･

ナグノレはわれわれの調査地エプルルから約1時間10分の

位置にある.途中のギルギノレまで毎日の様にポリタン

クをジｰプに乗せて水の補給に行く･水はギノレギノレの

ガソリンスタンドでするのだカミその蛇口は物すごくか

細い.ポリタンクに水をっめるのはスタンドの従業員

に頼んでジｰプは一路ナクルヘと向う･一週間の汗

を流し生鮮品を買い入れるためだ.ギルギルの市街

を出ると直ぐに地溝の底を走る断層を下ることになる｡

これは相当に大きく落差も60m位あってトラカイトが

よく露出するカミ付しろ時間洲昔しい.眼下にエレメン

テｰタ湖が見える.この湖はかん湖でありはるか彼

方にピンク色の部分がわずかにある.フラミンゴの群

集だ.道は下りながら断層に沿って北西に進むが途
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第1図リフト･バレｰ中央部の火山と湖

中には湖成層の珪藻土を採掘しているのもみえる.断

層を離れて更に北西酉へ平野の中を進んで行くと平凡

校形をした山頂まで耕地に狂っているメネンガイ火山

が前方に見えてくる･ナクルの市街はその左手に払っ

ている.

メネンガイ火山は基底直径カミ20km以上に達する火山

である.とは言っても真の大きさは山麓カミ厚い軽石層

と土壌とに覆われているためよく判らたい･南東側
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第2図アフリカ大陸の風向(CURTIs,且.A.ed,1979)

ではナクル湖との比高は海抜1,760mから2,280mと約

500mあるが西側ではほとんど緩やかで山体の感じカミ

しない･活火山カタログにはPseudo-shie1dvolcano

と記されている･その頂上に12×7kmのガルデラカミ

ある･メネンガイ火山は全体としてトラカイトから出

来ている.McCALL(1967)の報告ではカルデラ内側

の崖を調査して280mを17の単位に分けている.トラ

カイトあるいはフォノライト質トラカイトの溶岩からな

るが崖の下から2番目の単位として厚さ30mの軽石

凝灰岩と最上部17番目としてガラス質凝灰岩6mを記

載している.30mの軽石凝灰岩は前に述べたマウ･

マウンティンの凝灰岩に対応するかも知れないとしてい

る.11-12番目の間に大きな時間間隙カミある.17の

次に急激な軽石の噴出カミ始まる｡この軽石は東側に薄

く西側に厚く堆積した｡これは日本やニュｰジｰラ

ンドの例と逆でススワ火山でも西側に厚い.成層圏

の中緯度における偏西風低緯度における貿易風の影響

が強く現われたもので実際のちほど現実におめにかか

った.この軽石の噴出からカノレデラ形成が始った.

主に降下軽石の形をとったようである.カルデラ形成

は1)地下深所におけるマグマの移動とマグマ溜めを

保持していた天井の割れ目形成2)急激な火山性ガスの

放出陥没によって形成された多数の割れ目からの軽石

の破局的噴出陥没を引き起す急激な圧力低下3)空洞

化による火山性大陥没地の形成の順に進んだ.McCALL

は初めこのカノレデラ形成を約10,000年前と考えたらし

く火山カタログにはこの値カミ採用事れているカミ正式

報告ではトラカイトによる火山形成を鮮新世末期軽石

の噴出とカルデラ形成とをLower/Lowermiddle

P1eistOcenceリフトバレｰにおける第3主要断層運動

期としている.最後にカノレデラ底におけるトラカイト

溶岩の活動によってカルデラ底は埋めつくされた.
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第3図メネンガイ火山の地質図(McCALL1967による)

Qv:火山灰質土壌Rvt:トラカイト(上部メネンガイ統)

Tvtf:溶結凝灰岩Tvt｡:フォノライト質トラカイト

Tvt島:フォノライト

この溶岩の活動の最後のものは植生から考えても数世紀

以内のものである.溶岩は結晶質のものから縞状黒

曜岩様のものまであり表面は氷河の流れにも似たパタ

ｰンを示している.数カ所に噴石丘状の高まりカミあり

噴気孔がある.その温度は70｡一94℃であると言う.

写真1国道からみたメネンガイ

左手カミナクル�
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第1表メネンガイ火山の岩宿の化学組成

Si02･

工i02

�㈰㌀

䙥㈰㌀

䙥伀

�伀

陶O

�伀

�㈰

�　

瀲〵

H2n†

H20･

To亡al

儀

��

慢

慮

�

��

摩

坏

�

漱

m亡

�

�

慰

�

6ユ｡58

��

��㌀

��

��

�㌹

��

��

��

��

��

��

��

��㌳

�㌳

㈹��

���

���

�〴

��

��

�㈳

�㈷

�

��　

��

���

��

��

��

�㌱

��

��

��

��　

�㈴

�〳

���

��

㈶��

㌷�㌀

���

��

��

�㌷

�㈳

A':.Xenengaitrachy七e.LionsHead

B:Pantelleri一ヒeセrachy亡e.

HenengaiCaユ草eraζ1oor'

(MCCa11■1967〕

溶岩や軽石堆積物中にはサイアナイトの岩片が多く含

まれる.

メネンガイ火山の岩石の化学分析値はMcCALL(1967)

によって山体のものとカルデラ底のもの1例づっあげら

れている･山体のトラカイトは鏡下では石英はみえな

いカミノルム石英カミわづかに出現する｡カノレデラ底のは

過アルカリ岩であるパンチレライト質であり有色鉱物

としてはエジリンリｰベック閃石カトホル閃石更に

かんらん石が認められることカミあると言う.

だろう.有色鉱物は黒雲母からかんらん石まで含まれ

る･かんらん石は鉄がんらん石でケニアイトとかケ

ニア型と呼ばれるのはGregoryカミケニア山で初めて見

つけたのによる･アルカリ長石だけ又は僅かに珪酸鉱

物を含むのがトラカイト(粗面砦)である.石英を多く

含むようになるとライオライト(流紋岩)となる.酸性

岩の他の面の区分としての過アノレカリ岩はパンチレラ

イトとコメンタイトとがある､いずれも分子比でNa･O

+K･O>A1･O･の化学組成を示す.SiO･は70%以上に

達する場合が多い.ノルムでもモｰドでも一般に石英

が多い.アルカリカミアルミナを使ってアノレカリ長石を

作り斜長石を作ろうとしてもアルミナが無くなってい

るので珪酸カミいくらあっても斜長石を作るわけにいかず

余ったアノレカリはアルカリ輝石や角閃石を作る.過ア

ルカリ岩は地下深部の構造に由来するものでプレ､ト

の境界に多いと言われリフトバレｰにも多くみられる､

さてメネンガイ火山で先っ訪れるのは東麓の採石場で

ある･ナクルに入る手前を右手に約3km北上すると

近代的な採石場がある一報告にも記載されていて最

下部にトラカイトその上に約6mのガラス質凝灰岩

最上部に軽石マントルとなっている.降下軽石堆積物

は層厚1mで成程東側で薄いと実感させられる｡ガ

ラス質凝灰岩は空中降下ではなく流下堆積物だろうと記

されている･採石しているのはトラカイトである･

記載によれば溶岩の表面は南東へ60｡傾斜しており

メネンガイ火山の溶岩で最も急傾斜であるとあるが私

達が訪れた時はもう溶岩はほとんど水平だった･

道を引き返しナクルの市街からメネンガイの登山道

ここで今まで出て来たアルカリ岩について簡単に説明

しておきたい｡火山岩の分類は多様でありすでにみ

た様に酸性でガラス質になると化学分析値によって鏡

下の観察と合わ泣くたることもある･極めて一般的に

そして今まで出て来た酸性のものに隈れば準長石と長

石を目安にするのが便利である･有色鉱物はアルカリ

岩に特有のものが多くとの型にも伴うので特別な場

合の外はあまり考えない.

準長石族はリュｰサイトとネフェリン(霞石)であるカミ

ここではほとんどネフェリンである｡準長石族とアル

カリ長石(サニディン又はアノｰソグレｰス)が含まれる酸性

アルカリ岩がフォノライト(響岩)で大筋に誤りはない

写真2メネンガイ火山東麓の採石場

(人の所カミカラス質凝灰岩)
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写真3ピクニック･サイトの距離板

写真4北側の割れ目からカルデラの外へ流出した溶

岩流

路に車を向ける.標識が良く設置されていて容易であ

る･道路も立派で両側カミ農地になってる故か荷物や水

を運搬する牛車とひっきり無しにすれ違う.長い坂道

を婦人が水桶をかっいでるにも会った.最終地点はピ

クニック･サイトと言う三角点で海抜2,260mである.

さすがにここの景色は素晴らしい.三角点には国内

外の各都市への方向と距離が示されている.東京まで

は10,988kmといやに積しい.ここは裸地で草がわず

かに生えている･来た方向っまり北の方へわずかに

下るとしion'sheadと言う所でMcCALLカミ280mの

柱状図を作った所である.

右の方からみるとこのカルデラ縁は南北方向の断裂に

よって東西に引き裂かれているのだ引き裂かれた

距離は約600m年1mmとすれば60万年である.そ

の間からカルデラ底の溶岩流カミ外へ流れ出している.

実はMcCALL(1967)の報告では新期の溶岩はカルデ

ラ壁によって制限されていると書かれてありこの付近

の地質図も溶岩流とガラス質凝灰岩との色カミよく似てい

て記号がないためにどちらとも言えなかった所である.

しかし確かにカルデラ内部の溶岩流カミカルデラの割れ

目から外へ流れ出ていることに間違いはなさそうである.

事実この裂目を北の方から観察した人達も確かに溶岩

流カミ溢れ出ている現象を示していると言っていた.

前方のカルデラ底は生々しい溶岩流の跡そのものであ

る.何層かの流れが重なり合って流動のグルｰブが

はっきり削りその上に植生の違いカミ更に生々しさを引

き立たせているのだ･はるか向うには対岸のカルデラ

壁が見える･ここは何か自然の神秘と雄大さを重ねて

見せてくれる所と言う気がした･ただ残念だったのは

カルデラ庭内の噴気孔カミ判らたかったことである.

一番左手はカルデラ壁である.日本でならば早速下

りて行ってと言う所であるカミここはそうは行かない.

写真5カルデラ内の溶岩流

1984年2月号

写真6ピクニック･サイトから南のカルデラ壁�
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カルデラ底は西の一部を除いて人跡未跡の感じである･

時間の経つのがいやに早く去り難い思いをこの時ほど

感じたことはなかった.

こうなると対岸の方に行ってみたいしカルデラ底に

下ってみたくなるのも人情と地質屋の性かも知れない｡

次のチャンスにナクルの市街を抜けて西へ回って行く.

北上する国道から若へ1km少し行くとカルデラ縁へ出

るはずなのが衣かなか迷うことしきり.あたりは低

平?な農場がっづいている.迷ったあげく人家にたど

りつき道をきいた所カミカルデラ縁だった.カノレデラ

底に下る道はすぐ左手だった.メネンガイのカルデラ

は大局的には北東一南西方向の矩形で西北側に副次的

な凹地カミあって2重になっている一その境が半島の様

にっき出ていてそこを下るのである.下る道路は降

下軽石堆積物の累重だった･厚い厚い･約30㎜は

ありそうである｡それが何回かの休止期を挟んで累重

している･これを系統的にサンプリングしたい気持カミ

生じるのだがそれをぐっとこらえて写真だけで我慢し

た･カルデラ底の道路は地図にない.どこをどう走

ったか植生も厚く一回りして4kmばかり走りカル

デラ壁にぶっかったのでそこでサンプル採取したら下

りたすぐ近くだった.

メネンガイは交通の便もよく何よりもその雄大さカミ

あとあとまで心を引きつけるカノレデラだった.1
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第4図工プルル火山の地形
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エプルル火山

エプルル火山はわれわれの地熱調査地である.それ

はナイバシャ湖の北にある複合火山で多くの噴火口

溶岩円頂丘砕屑丘からなる.南北に多くの割れ目カミ

走りそれに沿って水蒸気力拙ている･最高峰はエプ

ルピｰクで海抜2,668㎜であるが比高は数10mと言う小

高い丘である.付近はなだらかな緩斜面であり一面

に除虫菊やメイズの畑となり多くの農家カミ点在してい

る･ここには川と言うものかない･住民の水は噴気

を凝縮したものである･噴気孔にトタンで囲った筒型

の凝縮筒をあて根本の所に水槽を置いている.裕福

であるほどこの筒が長い.つまり早く水がたまると言

うわけである.南側は急傾斜でナイバシャ湖に向って

いる.その比高はおよそ600m｡西側はエプルルフ

ォｰレストであり厚い植生があり道路カミわづかに走

りそれ以外は通ることは禁じられている.バファロｰ

が出るのだと言う.

エプルノレ火山は大小の爆裂火口カミ散在しそれと断層

とから多くの噴気孔や硫気孔がみられ古くから地熱地

写真7カルデラ西壁の降下軽石堆積物

のセダｰ｡ヒルやフィシャｰト･コｰンを見た光景につ

地質ニュｰス354号�
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いてはすでに述べたのでここでは地質の概要について

軽く触れることにしたい.

第2表エプルル地域の層序

エプルノレ地熱地帯はほぼ東西6km南北9kmにわた

っている･エプルル火山の基底を作るのは溶結凝灰岩

溶岩厚い降下軽石堆積物であり軒下軽石堆積物には

黒曜岩の岩脈が多く貫いている.エブル火山そのもの

は溶岩円頂丘･砂層丘と北の方の玄武岩溶岩であり爆

裂火口の地形や断層に沿ってある噴気孔･硫気孔である.

地表には降下軽石堆積物カミ2層認められる.岩質的に

はコメンタイトが多い.その層序は第2表の通りであ

るが何しろここには地名と言うものがエプルルとセダ

ｰ･ヒルしかないので大変である.調査団で適当に帽

子を忘れたらr帽子山｣と言う工合に命名しようかたど

の話もあったカミ結局これからのことも考えて無名のま

までおくことにした.

エ

ブ

ノレ

ノレ

火

山

エプルルｰa降下軽石堆積物

エプルルｰb降下軽石堆積物

火山性土壌

セダｰ･ヒル溶岩円頂丘

古期バドランド玄武岩

溶岩円頂丘･砂層丘

黒曜岩溶岩

エプルル･ピｰクトラカイト

オル･ドイニョ･オブノレ降下軽石堆積物(黒曜岩岩

脈を伴う)

フォノライト及びコメンタイト溶岩

溶結凝灰岩

地質調査で最も難点となったのは沢の中を歩けないこ

とだった･岩石･地層の関係は平面的にしか観察する

ことカ拙来ない･畑または原野の中で沢にぶつかると

必ず人夫は“デンジャラス"“インポシブル"である.

こうなったら絶対沢の中に下ることは不可能である.

のぞきこむようにして出来るだけ断面を見るのが関の山

だ･調査地域の中で最も広い面積を占めるオル･ドイ

ニョ･オプル降下軽石堆積物と黒曜岩岩脈の関係がそれ

である.軽石が続くかと思えば流理構造を持っ黒曜岩

にぶつかる｡この関係カミ明瞭になったのは調査も終り

に近づいて偶然にも或る崖に接近出来た時だった.

この様に作られた模式的東西断面図は第5図である.

日本調査団は地質の外に変質帯調査･地球化学調査･

地球物理調査(1m地温分布･比抵抗)などを行い次の

ケニア側による400m試錐を待っている段階である.

ナイバシャ湖周辺の岩石は18世紀の終り頃からいろい

ろ記載されて来た.1937年にはBOWENによって4コ

の酸性岩の分析値カミ発表されている.その中にはかん

らん石や単斜鉄珪輝石を含むライオライトがありエプ

ルル産の黒曜岩のもある.1963年にナイバシャ地域の

図幅がTHOMPSONとD0DSONによって発表されこの

地域の地質カミ明らかになった.岩石についてはMAc-

DONALDほか(1970)などにより明らかになりつつあ

る.

メネンガイから南へ向ってギルギル市街から右手へ別

れてエプルルに向う･ギルギル市街の南に採石場カミあ

る.地質図ではトラカイトになっており鉄がんらん

石を含む過アルカリ岩である.牧場の中の道路を進む

と行手に見えるのカミエプルル地熱地帯である.比高

写真8降下軽石堆積物(右)を貫く黒曜岩岩脈(左)

�

漱
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第5図最下部･溶結凝灰岩Vt:フォノライト及ぴコメンタイト溶岩Op:オル･ドイニョ･オプル降下軽石堆積物(黒曜

岩岩脈を伴う)O1:黒曜岩溶岩Ld:砕屑丘Ci:セダｰ･ヒル溶岩円頂丘

1984年2月号�
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写真9北からみたエプルル地熱地帯

写真10エプルルにおける除虫菊の乾燥小屋

約600mのなだらか放斜面に南北方向の断層カミ走って

いる.この断層に沿って噴気孔や硫気孔がみられる.

ここは前回でエプルル地熱地帯から北の方のフィシャｰ

ト･コｰンを見下したのと丁度逆の方向にあたる･少

し左手にある溶岩円頂丘はセダｰ･ヒルである.

やがて坂道を上ってセダｰ･ヒルの横を通ると道の左

手に噴気帯が見える.三又路を右手へ行くとエプルル

の部落である.教会･小学校･村役場もあり噴気を

利用した除虫菊の乾燥小屋カミある.途中の道路傍には

2層の降下軽石堆積物カミ見られる.どの爆裂火口から

噴出したものかは遂に分ら衣かった.

爆裂火口で最大のものは通称カルデラと呼ばれる長径

東西2km短径南北1kmのものである.火口壁の状

態からみると最も古く2つの火口カミ合一したものかも

知れ狂い｡この火口壁の東側に最も強い噴気と変質帯

がみられる.変質は白色でカオリンカミ主とのことであ

る｡火口底は広く畑となっており住民も多く凝縮

した水を貯めるタンク家畜の水飲み場も作られている･

地形の新しい爆裂火口には一般に硫気帯や噴気帯を伴う

ことが多い.しかし溶岩円頂丘や砕屠丘には地形的に

新しくともその様なものはみられないのカミ普通である.

写真11エプルル地域最大の地熱地帯(カルデ

ラ東端)

エプルル地域は今やオルカリアに次いでケニア第2番

の地熱発電地を目指し日本一ケニア両国の間で調査が

進んでいる･ケニアの地熱開発についてはすでに本誌

302号に馬場によって概観が述べられオノレカリア発電

所については最近金原によって紹介されている.日本

の国際協力による地熱発電カミ1目を早く成功することを

祈るものである.

ロンゲノト火山

アップ･ランドで東から見たロングノトについては既

に述べた.この火山は地熱調査地であるエプルルとナ

イノ､シャ湖を挟んで向い合っている.設営地で朝夕

写真12エブル〃地域爆裂火口の一つ

地質ニュｰス354号�
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第6図ロングノト火山の地形図
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いやでも眼につくのはロングノトの姿だった.夕方は

湖の左手のナイバシャに電燈カミ美しく打っている.実

はあれは刑務所だそうだ.その右にロングノトが黒い

影をなしている.美しいのは朝だ.次第に明るく狂

って行くロングノト･時には朝焼けで背景カミ赤くなっ

ている.アフリカン･リフトバレｰにはロングノトの

火口内でスチｰムが上っている写真があった.一度あ

の山に登ってみたいと思って調査の合間に人夫のサイ

モン･ンカンガに聞いてみた.ロングノトに登れるか.

登れる一お前は登ったことがあるか.あるあると言

う調子のよい返事である･しかし周囲はサイモン･ン

カンガの言うことは信用出来ないよと忠告してくれる.

だがすでに火口内の写真もあるし噴気口の数も昔から

数えられている.地図には道もついているし1893年

にはグレゴリｰも登っているので狂いか.それで天気

の良い日曜目に人夫をつれて出かけることにした.

ロングノトはさほど大きい山ではない.火口縁まで

の比高カミ約500m山頂に直径1.8kmほどの火口があ

る･丁度有珠火山位の感じだ･ところカミ地形図をみ

るとその酉に半円形のカルデラ壁らしいものがある,

地質図では火山灰に覆われていて付近の谷底にはライ

オライトが示されているだけだ.ロングノトは直径約

10km程度のカルデラの中に生じた中央火口丘に相当す

るらしい･カルデラの東半分が失われカルデラ中央

よりわづか東寄りにロングノトの山体カミ出来たわけであ

る.山体の基底直径は約8k㎜基底高度は海抜2,140

m最高点は火口は西端で2,776m火口底は2,420mで

1984年2月号

ある(ケニア政府発行の5万分の1地形図によった数字で活

火山カタログの数字とは多少異なる).山体はトラカイト

の溶岩からなる･山麓には溶岩流が見事な卓状をなし

ているのは既に見た通りである.その時代は更新世最

末期一完新世最初期と考えられている.その前のカルデ

ラについての情報は全くない.ロングノトの現在の山

体はガンブリ多雨期の後の活動になるので湖成堆積物

を覆うことになる･その後山頂に大きな火口が出来上

り火山灰が完新世中期以後山麓を覆った.溶岩の上

には枯れた杉が見られる.これは過去の湿潤だった時代

を示している.山腹の北と南によく保存された寄生火

口がありそこから流れ出たと思われるトラカイトの溶

写真13エプルル調査地からナイバシャ湖をへだてて

みられるロングノト火山�
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岩流カミ下の方へ続いている･溶岩流の北の方のものは

アア型でその上には植生がほとんどない.ロングノ

トの噴火は1880年代に初めてこの火山が知られて以来記

録されていない.しかし土地のマサイ族の老人によれ

ばこれはリｰキｰ(L.S.B.LEAKEY)が1928年に聞い

たのであるカミ約60-70年前に北側の山腹で火口から火カミ

噴出したとのことである.前記のトラカイト溶岩流は

それに相当するのかも知れない.

ロングノトの溶岩について今までは図幅(TH0MPs0N

andDODs0N1963)にしたがってトラカイトとして来た

がガラス質パンチレライトフォノライト質トラカイ

ト石英トラガイトアルカリライオライト等が各研究

者によって報告されておることカミ活火山カタログに記さ

れており末だ研究が行きとどいていないようである.

我々の車はナイバシャから国道を南へ一路進んで行く.

行手にはロングノトの山容が正面に横たわっているのだ

がそれカミぐんぐん大きくなってくる.ロングノトの

市街を少し行ったあたりで鉄道踏切カミありそれを越え

て国道から右に入る.今度はすごい挨だ.細かな灰

色の火山灰カミ車の前後にもうもうと舞い上り一回止

ったら大変である.約3km行って今度は左へ折れ道

はますます悪くなる.約2km進んで海抜2,210㎜の所

が登山口である.ここから溶岩流の第1段の急坂を登

ることとなる.とは言っても溶岩が見えるわけではな

い一･深い雨裂に見えるのは灰色細粒の火山灰の累重で

ある･岩粉を吹ぎつけた様なもので一列で裸地を上

ると前の人間の立てた挟で大変だ･第1段のテラスに

出て平地を進む･すぐにまた急坂になる･約70m登

って広いテラス.この奥から最後の180mの急坂であ

る･そこで大休止して下をみるとナイバシャ湖がはる

か北にかすんでいた.180mの急坂をあえぎながら

写真14ロングノト山腹の火山灰

写真15最後の登りにかかる

何しろ海抜は2,500㎜なのだから25分かけてやっと登

った所が火口縁だ.

ここは海抜約2,560mだから火口底まで垂直の様な産

カミ140mある･底は人跡未踏と言った感じで一面の緑

が払っている､落ちたら最後と言う感じカミ高所恐肺症

の身に迫ってくる.何よりも5人の人夫達のはしゃぎ

様が気にかかって仕方がない.火口縁には道がついて

いて西側の最高点まで行けるらしいのだカミ止めること

にした･人夫2人位なら行ったかも知れないカミと5人

も連れて来たのを悔んだのだった･それと見えるはず

の噴気カミ全然見えないの杜たしか西側の壁だから

真正面に1945年には30カ所1950年でも16カ所上って

いたはずの水蒸気が1つも見えないのにガッカリさせら

れたのだった.後から登って来たユｰロピアンが2人

山項への道を上って行った.だカミ私はそれに続いて山

頂まで行く気はしなかった.同行の人夫達は登山の経

験カミ少いのかまだはしゃいでいる･一歩誤ると火口

である.30分で下山開始.ジｰプにたどりつくのに

40分とかからなかった･その頃山頂から見えていた家

写真16ロングノト火口以前には正面の壁から水蒸気

が上っていた

地質ニュｰス354号�
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族連れと斯くずれ違った.彼等は朝

ナイロビから出て来たのであるが乗

用車のためにはるか下で車から離れね

ばならなかったのだ.

帰りは国道を通らないで農道をナイ

バシャ湖へ出るつもりだったが結局

駄目.地図には道はあっても補修狂

し･新旧のトラカイトを採取出来た

のカミせめてでこの目の1ゴングノトツ

アｰは終りを告げた､＼･ゆ瀞､

ぷ∴之二亡率紳､1

南にある.最高点こそ海抜2,350m

余りであるカ1基底直径が｡｡｡㎜以上鵠;㍑_灼､一､､が畑･･戸

と言う堂々たる火山である.その中

写真18南西からみたススワ火山(J0HNs0N,1960)

に直径が10kmと5kmの2重のカルデ

ラがあると言う.何よりも興味を引

いたのはスワワには溶結廃灰岩とも溶岩ともつかない変

な岩石があると言うことである.一方はイグニンブラ

イトに似たフロス･フロｰ･ラバ(frothf1ow1avas)と

言うし他方はケニア･イグニンブライトと主張する.

共同でススワ火山の論文を書いた2人が1960年代初めの

ネイチャｰ誌上で論争していた.その中にグロブノレ･

ロック(globu1.rock)と言うのまで加わって来た.遂

にアメリカガミ乗り出して来て1979年のアメリカ地質学

会特別報告no.180の中にススワ山のグロブル･イグニ

ンブライトたる一編が収められた.つまり溶結凝結岩

に軍配カミｰ応上ったのであるがなかたか議論はむつか

しい.

次に興味あるのはカノレデラの形である.こちらで入

手していた論文(MCCALL.nd陣ST0W1965)ではヵ

写真1フロングノトから北東方向を望む

1984年2月号

ルデラは二重になっており2番目のカルデラがユニｰ

クらしい.ringgrabenとか1slandb1ockとかの言

葉がしきりに出て来るのだがどうもピンと来ないので

ある.現地に着いて5万分の1地形図が入手出来たの

でさんざん首をひねって読図して漸く形がのみこめ

た･幸に地質図だけだが12万5千分の1の図幅

(RAND肌andJ0亘Ns0N1970)も買うことが出来た.

これは面白いカルデラだ.是非行ってみたい.グロ

ブル･イグニンブライトも何とか採取したいと考える様

になったのは当然のたりゆきだった.申に噴気孔もあ

るのでないかと言うのは後でつけた理窟である.

或る目一目の仕事を終えて設営地の前で日向ぼっこ

をしていると学校帰りの子供達が通って行く.子供

の制服は青色である･一寸謡しかけて教科書を見せて

もらった.彼等は初級学校では英語が必修である.

その英語の教科書をめくっているとススワの溶岩トン

ネルの話があった.そこで持って来た文献の中にスス

ワの溶岩トンネルについてネイ手ヤｰの短報があったの

を思い出した.そう言えば末だ読んでい扱い.あわ

ててその晩に目を通したことを思い出す･

日本に帰って来てから見つけたJ0HNs0N(1969)の論

文に出ていたスワワ火山の写真が写真18である.百聞

は一見に如かず｣とよく聞くカミ正しくこれである.

｢しまった｣と思ったカミもう遅かった.

ススワ火山について最初のまとまった報告はMcCALL

andBRISTOW(1965)のそれである.ススワ火山はマ�



一48一

佐藤博之

rlng9冊b帥

＼

㌳

�佯楮��畫�

㐧

㍓

'}`}OlC胴iCp1舳8u比58叩8nt

�

第7図ススワ火山の理念的南北断面図(NAsHeta1.1969)

＼ψ

サイ族の住む地域にあってGregory以来断片的に報告

されて来たカミまともに調査では近寄れなかったらしい.

特に深いringgrabenで囲まれた後出のis1andb10ck

は全く人跡未到の地だった.60年代の前半にJ0HNs0N

が調査をしその報告が1969年に出版された.同年彼

が採取した岩石についての報告がNAsH,CARMIcHAEL

andJOHNs0Nによってなされれた､先程の変枚岩石

(?)についてはScHMINcKE(1972)も首を突込んでい

る･以下はMcCALLandBRIsT0w(1965)とJ0HN-

SON(1969)によって大筋を述べてみたい.

ススワ火山は海抜1,500-1,600mのリフト･バレｰの

底からそびえる火山でその最高峰は海抜2,356mO1

DoinyoNyukieでこれは赤い山と言う意味である.

基底直径20km余りその面積は270km2に達する楯状

火山が主だものでその傾斜は3｡と言う緩いものであ

る.その頂部に直径約10kmのカルデラかある.カ

ルデラ壁は北北東から南南西にかけて顕著であり高さ

は0-200mであるが大部分は110-160mである｡他の

東側の半分は後カルデラの噴出物によって埋められてい

る･このカルデラ底は北側から入る道があり季節的

に放牧カミ行われ水井戸も設けられている.このカル

デラ(外側)の中に後カルデラ火山カミ生じた.これが

O1DoinyoNyukieである.カルデラ底から約500m

余りそびえ頂上には直径1km余りの火口があるがこ

の火口の北側は次のringgrabenによって切られてい

る.ringgrabenは直径約5kmのその名の通り輸状

の地溝でありその中に後カルデラ火山の山体(iS1and

b1ock)が北に傾いている.ドｰナツの逆と思えばよ

い.地溝の幅は北で500m佐南で1kmばかりで底

には噴気孔もあるし最も新らしい溶岩流も認められる.

ringgrabenの壁は極めて急で高さは北で90-215m

南の山頂の下では520mに達し横断は極めて困難であ

る.ただ東と南がステップになっている.ringgra-

benは1945年にSpinkによって初めて探険されその

後はJ0HNs0Nによって調査された位でMcCALLは

行っていないらしい｡islandb1ockは杉の林になって

いるカミ人にも動物にも役に立たない1ost1andである

とMcCALLは述べている.

ススワ火山についてNAsHほか(1669)によって示さ

れた理念的南北断面は第7図の様である.ここではス

スワ火山の発達を4つの段階に分けている.

第1は外輪山溶岩でprmitiveshie1d1avaと呼ばれて

いる･ほとんど火砕堆積物を含まない･J0HNsON

(1969)はこれを前期の大量の溶岩と後期の球状の表面

を有する溶岩とに分けた.後者こそわれわれカミ目指す

ものである.McCALLandBRI§T0w(1965)は外輪山

溶岩の時代を鮮新世一更新世とした･その後数10万年

の静隠期が続いた.

第2はカノレデラの形成である.ススワ火山のカルデ

ラ壁には他の火山のカルデラ壁とは異って外輪山溶

岩がほとんど露出し恋い.カルデラ壁に見られるのは

カルデラ内に傾斜した軽石と溶岩である.これがring

feeder1avaと記されたものである･実はカノレデラ形

成に伴う軽石の役割りについてMcCALLとJ0HNsON

は認識カミ異っている.McCALLはメネンガイ火山で

も述べた様にカルデラの成因について複合型を重視す

る傾向がある.ススワ火山においても外側のカルデラ

成因について軽石の噴出に示される様にクラカトア型

の成因が従であり大量のfeeder1avaに認められる様

にグレンコウ型の成因が主であるとした.軽石はここ

でも山体の西腹に厚く堆積していると言う.これに対

しJ0HNs0N(1969)は軽石の役割りを否定し二次的で

はあるが一次的で狂くMcCALLらの副次的ではあるカミ

クラカトア型の存在を否定した.ススワ火山のカルデ

ラ形成は1)マグマの引込み2)重力陥没3)ドｰミン

グ4)円錐状割目に沿う陥没のどれかであるか野外の

証翅はどれが優勢なプロセスであったかの明らか狂もの

を提供出来ないとしている.この段階でJo亘NsON

(1969)は“溶岩と軽石"と書いているカミNAsHほか

(1969)では同じ図を示しながら軽石は除かれている.

地質ニュｰス354号�



ケニア･リフトバレｰ(2)

一49一

→

↓

→

第8図isIandb1ockとringgrabenの形成機構

(J0HNs0N!969による)

第3はカノレデラ底における溶岩の

初期のもの第4は同じ後期のもの

でO1DOinyoNyukieの山体を作

ったものである.カノレデラ底の北

東部には写真18でもみられるように嚢

直線状に配列した火口カミ見られる.

01DOinyoNyukie山体の北に

ringgrabenが出来る.graben

の生成には溶岩や軽石の噴出は伴わ

れてい広い.それに囲まれるiSland

b1ockはgrabenの対岸より北西

部で60m低く北に数度傾いてい

る.北東部では逆に60mばかり高

い.南部では対岸の方がはるかに

高くなる､後カルデラ噴出物から

なっているが詳細放構造はよく分ら

ない.J0HNs0Nは北側の縁だけ

マッピングしたと述べている.

grabenの形について彼は3通りの

機構を考えた(第8図).出発点は

環状の断裂帯が発生して凝灰集塊岩

か噴出した.この凝灰集塊岩は

ringgrabenの壁全体に限定されて

いる.第1は環状の断裂帯が次々

と陥没しislandblockは孤立して

1984年2月号

傾いた･第2と第3はis1andb1ockが沈降によって

カルデラを形成しその後上昇したと言うので再生カル

デラの考えに似ている･2つの間の違いは沈降後のカ

ルデラ底で溶岩噴出カミあったかどうかである.Mc-

CALLandBRIST0W(!965)の方はis1andb1ockは後

カルデラの溶岩によって覆われた外側のカノレデラ底であ

り生成機構はグレンコウ型の変種としている.

ringgrabenの中に生成後の溶岩が南部で見られる

カミ植生からみて歴史時代或いは100-200年前と言わ

れ噴気孔も見られる1

ススワ火山に触れるの記

調査も終りに近づいた1目送にススワ火山まで行く

.第9図ススワ火山地質図(J0亘Ns0N1969を簡略化)

A:岩層B:後リング･グラｰベン溶岩C:凝灰集塊岩

D101DoinyoNyukie溶岩E:後カルデラ溶岩

F:リング･フィダｰ溶岩G:軽石H:アグリショテリ

ｰ･ラピリ･凝灰岩

I:楯状溶岩J:基盤(主にトラカイト)
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佐藤博之

ことになった.ナイロビｰから日帰りとは言うものの

前に地熱専門家一行がカルデラの入口まで行ったとの情

報があるだけである.事故は許され校いのでジｰプ2

台で行く事が厳命だった.それに底るべく早くナイロ

ビｰにもどることが条件である.その時にはあの変枚

岩さえ採取出来たらと言うのカミ念願だった.一行は私

と到着したばかりの金原氏三井資源開発の水口氏との

3人で金原氏の現地順応訓練も兼ねたわけである.

朝少し雨模様で心配したカミ8時20分ナイロビｰを出発

する.幸に雨は次第に上りリフト･バレｰで曇と妊

り天気は次第に良くなって来る｡リフト･バレｰの

景観は何回見ても感激を新たにするが特に初めてと言

う金原氏の感激は一汐である.道は崖を下ってマウン

ト･マｰガレット火口を過ぎ2kmで分岐点を左に入

る･右はナイバシャヘの道で左はナロクを過ぎてマ

サイ･マラ国立公園へ向う道で観光客も多い.野生の

キリンも道の傍まで近づいてくる.はるかかなたには

トムソン･ガゼレの一群が走っている.

遣はススワ火山の北西麓から鋭角に北麓を酉から東へ

と向う田舎道と底る.地質図を見てもっとも楽にサ

ンプリング出来そうだ東麓を選んだのである.ススワ

火山の北斜面は緩やかで小さな沢が沢山刻み込んでい

る.このあたりはマサイ族の居住地で首飾りした2人

の少女に会った.マサイ族は写真をとられることを嫌

う.魂カミレンズの中に吸い込まれるのだと言う.こ

のため不用意にマサイ族にカメラを向けたとすると思

いがけたい災難にあうこともなしとしない.法律でも

マサイ族を撮影することは禁じられているそうである.

しかしナイロビｰで働いているマサイ族や子供達には

その様な感覚は次第に泣くたりっっあるとのことだった.

イ族カミ珍しそうに見ている.それを突切って南下し

地質図にあるg1obulesurfacephonoliteを探す.し

かし露出も悪く溶岩が2カ所凝灰岩が1カ所である.

これが目指すものかどうか自信がたいがとりあえずサ

ンプリングをし軽い昼食をとることにした.

一休みして再びもどって迂回し地図に出ている道路

をたどり北斜面を一気にカノレデラヘと登ることにする.

道路なんと言うものでなく原野を上って行く様なもの

だ.一寸でも停止するとそのまま発進出来ない感じで

カミむしゃらに進む以外にない.身体が上下にゆれるこ

と2.5kmで漸くカルデラ内に入ることが出来た.道路

は丁度カルデラ壁カミ0mになる所にっいていてっまり

登り切った所がカノレデラ底と言うわけである.右手に

はカルデラ壁カミ次第に高くなって行き前方には後カノレ

デラの山が向っている.

カノレデラ底には黒曜岩の溶岩流だった.一面の草原

で今度は比較的良好になった道路が南へ走っている･

カノレデラ壁は下部は約3mのアクリｰショナリ･ラピリ

で層理が明瞭である｡その上には約8mの流理構造の

強い溶岩流である･これを採取して外輪山溶岩と思っ

たのだカミｰ何より流理面が外側に傾いていた一あとでよく

読むとfeederlavaだった.

さてサンプリングが終ってみるとここで大きな岐路に

立つこととなった.つまり南へ向ってカルデラ内を深

く進むか引返して北の山腹でグロブル･イグニンブラ

イトを探すかと言うことである･南への道路はring

grabenの見下せる展望地が地図にはビュｰ･ポイン

トと書かれている.しかしまた所期の目的には達して

いない.道路は良さそうなのだがこれから奥には人

一人屠ないはずである･遂に意を決して引返すことに

道路は東麓にあるケドング部落に入ると大勢のマサ

写真19野生のキリンとロングノト火山

写真20ススワ火山カルデラの入口

地質ニュｰス354号�



ケニア･

リフトバレｰ(2)

一51一

写真21

ススワ火山外側カルデラ壁

下部:アクリｰショナリ･ラピリ

上部:フィｰダｰ･ラバ

した･先程の道路をゆっくり下りだから見て行く･

地質図には確かに塗られているのだ･しかし草の下に

は泥の固まった様底ものしかない｡だが遂にそれらし

きものがみっかった.多角形の割れ目薄く10-20

cmで剥げる性質.J0HNs0N(1968)に載っていた写真

と同じだ･その剥坦面の上を走っていたので気づかな

かったのだ･斯くここで目的のサンプリングをするこ

とが出来た.

その晩はすっかり満ちたりた気持で眠りについた.

ringgrabenが見れなかったのは残念であるし帰りに

採取したのがグロブル･イグニンブライトでなくてもよ

い.とにかくススワに行って来たのだと言う満昆感で

ある･しかしやはり日本に帰って来た今と在っては

ringgrabenを見なかったのは残念だったとっい後悔し

てしまう･次に行く人は是非奥まで行って秘境を見

てほしいと念願する次第である.

筆者のケニア地熱調査については国際協力事業団及び専門

家として滞在中の本島公司･大.辱峻･水口忠夫氏等のお世話に

なった.上記の機関及び諸氏に厚く感謝する.
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